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英語力がつく授業を目指して

一一StoryRetellingの試み一

稲垣スーチン・稲垣俊史

1 .はじめに

大学英語教員として「英語力がつく授業Jにしたいと日々実践を重ねている。では英語

力がつく授業とはどのような授業であろうか。この質問に答えるには、教員自身が「どう

すれば英語ができるようになるのか」、つまり英語習得のプロセスに関する何らかの明示的

な「理論」を構築する必要がある (cf.Ellis， 1985， pp. 2・3)。この理論があれば、あとは、そ

の理論で示された習得プロセスを促進するような授業活動を行うことが、英語力がつく授

業につながると考えられるからである。我々は、自身の学習・教授経験ならびに最近の第

二言語習得研究の知見 (e.g.，Gass， 1988;村野井 2006)から、英語(言語)習得の理論とし

て以下のような別PUT今 INTAKE~ OUTPUTの流れを想定している。

INPUT今 INTAKE~ OUTPUT 

A 

図1.英語(言語)習得の「理論」

図 1が示すように、言語習得にはINPUTが不可欠で、これはReadingやListeningから得られ

る。さらに、 INPUTされたものの一部は実際に頭に「取り込まれるJ(INTAKEになる)。そ

して、 INTAKEされたものに基づきOUTPUT(Writing/Speaking)が起こる口(さらにOUTPUT

されたものは自身へのINPUTになる。)英語(言語)習得はこのようなプロセスを繰り返す

ことにより徐々に進むと考えられる。そうであれば、英語力のつく授業とはこの習得プロ

セスを何らかの形で促す授業ということになる。

本論文では、「英語力のつく授業」を目指して、この別PUT今 INTAKE今 OUTPUTの流

れを踏まえて考案された StoryRetellingを用いた活動を紹介する。この活動を大学の英語授

業で実践した具体例を示しながら、その手)1慎、注意点などを提示し、英語力のつく授業を

実現させる一助としたい。

2. Story Retellingを用いた活動例:The New Principal 

本活動はMetholdet al. (2001)に収録されているユーモア・ストーリー“TheNew Principal" 

(260語)と付属の音声を用いた(全文は資料 1を参照)。すべての行程を終えるのに40分程

度かかる活動である。基本的な手)1慎を表 1に示す。
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表 1.“TheN ew Principal"を用いた活動手順

1し.Pre-listening: Funny s坑torηycalled 

2. 1 st listening 

3. Comprehension Qs今 2ndlistening 

4. Distribute the script今 Checkanswers 

5. Repeat after me 

6. Buzz reading (lndividual practice) 

7. Overlapping/Shadowing 

8. Story retelling: Individual practice今 Pairwork 

(行程1)Pre-listeningにあたる行程で、学生に“Weare going to listen to a funny story called 

The New Pr的cipal."と伝え、タイトルを板書する。 また、“Youknow what a principal is?"な

どと聞き、学生から“校長先生"などの答えを引き出す。この行程の目的はストーリーの内

容を予測させ、聞く準備をさせることである。

(行程2) “Now let's listen to the story and see if you can understand what's funny about this 

story."などと言って、まず一度聞かせる。メモを取ってもよいと伝える。

(行程3) Comprehension questionsが印刷されたプリント(資料2)を配布し、“Let'sgo over 

也equestions."などと言って、各質問を読み上げる。“Answerthem if you can."などと言って

答えを記入させる。“Nevermind if you cannot answer them now， because I'm going to give you 

another chance to listen to the story."などと伝える。この行程により次の 2ndlisteningで聞く

べき焦点が定まり、理解しやすくなると思われる。そして、もう一度 Storyを流す。“Check

your answers while listening or write down yo町 answers，if you haven't given yoぽ answersyet." 

などと伝える。聞いた後“Giveyo町 answersnow. Don't leave any blanks. Ifyou are not sure，句F

to guess what the answers are."などとイ云える。

(行程4)“NowI'm going to give you the script of the story. So read the script and check your 

answers with a red pen or something. I'm sure you can understand it if you read it."などと言って、

スクリプトを配布する。この過程には(答え合わせ以外に)目からの悶PUTも与え別PUT

量を増やし、理解度を高める狙いもある。机間巡視をして答え合わせがほぼ終わったタイ

ミングで Nowlet s check the answers."と伝え答えを板書しながら与える。問題となりそう

な箇所は学生に聞いてもよい(例えば話しの落ち“punchline"に関わる B-2の質問)。最後

に“Howmany of you got all of the answers right， just by listening to由estoryれlVice?"と聞いて、

どれくらいできたか確かめてもよい。なお、答え合わせはスクリプトを配る前に学生を指

名しながらInteractiveに行ってもよいが、時間がかかり過ぎないよう注意する。さらに 3rd

-22-



listeningを設けて、“Fol1owalong the script as you listen."などと言って、学生に聞きながらス

クリプトの文字を追わせる過程を設けてもよい。行程 1~4 が図 1 の INPUT に当る。

(行程5)ここから町TAKEの段階に入る。大学受験を意識した英語授業であれば、別PUT

の段階までで十分と考えられるかもしれないが、英語力をつける授業にするには「せっか

く理解したのにそこでやめるのはもったいなしリと言え、さらに英語を頭に取り込む活動

を行う。まず、“Repe剖 afterme sentence by sentence."と言って後についてリピートさせる。

誤った発音(例えば rowdy[raudi]を [roudi]と発音する)が聞かれる場合はその部分を取

り出し、さらにリピートさせる。

(行程6)“Nowread it yourself."などと言って、学生に個人練習をさせる。各自が一斉に自

分のベースで音読し始め、教室がザワザワという音に包まれるため Buzzreadingと呼ばれ

る。 1通り音読し終えたら黙読に変えるように指示し、教室が完全に静かになったらスト

ップをかける。他のやり方として、全員に立って音読させ、読み終わったら着席してさら

に音読を続けるよう指示してもよい。最後の 1人が座った段階でストップをかけるが、こ

のやり方だと最後までザワザワ状態が維持され、読むのが遅い学生も最後まで遠慮せず声

が出せる。また、キッチンタイマーなどを使って時開設定(例えば3分)をして、“Keepreading 

until you hear the beep."と指示して練習させてもよい。

実は、学生に配布したスクリプトの裏面には、後の StoryRetelling用の Keywords (資料

3 )が印刷されている。すでにそちらをチラチラ覗いている学生も見られるが、音読練習

を始める前に、“Look剖 thebackside of the script. Later on， you are going to retell the story， 

refeπing to these key words. So，内容と英語をしっかり頭に刷り込むような気持ちで音読し

てください"と伝えておくと、学生の音読練習に対する集中度が高まるようである。

(行程7)音声教材を使って、スクリプトを見ながら聞こえる音声と自分の声がぴったり

重なるように読み進めるのが Overlapping、スクリプと見ずに聞こえたものを再生して行く

ことにより、音声に影のようについて行くのが Shadowingである。これらは、もともと同

時通訳者の訓練メソッドで challengingな活動であるが、すでに内容を理解し音読練習も行

ったテキストであればそれほど難しくなく、 thrillingなINTAKE活動となる。“I'mgoing to 

play the story once again. It' s up to you whether you try overlapping or shadowing."と言って 1回

流し、学生に Over1appingかShadowingのどちらかをやらせてもよいし、 2回流すことにして、

1回目で Overlapping、2回目で Shadowingをさせてもよい。(ただし行程7は時間がない

場合は省略可能で、ある。)

(行程8)ここから OUTPUTの段階に入る。

the backside.もう内容は分かつてるし、英語もかなり頭に残ってますよね。あとはこの Key

wordsを見ながら「あ~あのことか」と内容を思い出しながら、気楽に英語でどんどん言っ
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てみてください。本文から盗めるところは盗んで、、あとは自分の英語で補いながら言って

みてください。本文と同じになる必要はありません。最初は一番上の Letme tell you aβmny 

stoηで始めて、最後は一番下のNowonder he was the oldest-looking!で、締めてください"など

と説明する。「じゃ~どんな感じか、私がやってみますから、 Keywordsを目で追いながら

聞いておいてください」と言って、教員が以下のような例を示す(番号はKeywordsとの対

応を示すためで、実際には発音されない)。

Let me tell you afunny stoヮ'.1. Class 5A was the worst class in school. One day， a new principal 

came to the school. 2. He stayed outside the classroom， looking through the window， to see how 

the students were doing. 3. He wぉ disgustedby what he saw. Some students were fighting， and 

others were throwing things at one another. No one was doing any work. 3. The principal took a 

deep breath and opened the classroom door. But no one paid any attention to him. 4.“Silence，" 

he shouted and this time they stopped what they were doing. 7. The principal went to the 

oldest国lookingboy， who had also been the noisiest， and pulled him to the合ontofthe class. 8. He 

said he w部 goingto punish the boy as釦 ex出npleto the others and told him to go to his office 

and wait for him. 9. Then， he turned to the other students and lectured them about the proper way 

to behave in class. When he had fmished， he asked the students ifthere were any questions; 10. 

One ofthe studen包raisedher hand and asked，“When can we have our teacher back?" 11. At that 

moment， the principal suddenly realized what he had done. He realized that the boy he had just 

sent to his office was.the teacher ofthe class. No wonder he was the oldest-looking! 

その後“Nowpractice it yourself."と言って 1回通り個人練習させる。その際、「なるべく表

のスクリプトを見ないで、自分の英語で言うようにしましょうJなどと伝える。ちなみに、

Key wordsを別の紙で、はなくスクリプトの裏面に印刷したのは、 rete1lingの際、スクリプトを

横目に単に該当箇所を読み上げることを防ぐ工夫である。また、 Keywordsの余白へのさら

なる語句の書き込みはcheating(カンニング)であり、しないようにと伝える。

個人練習の後、 Pairworkに入るが、まず 1人の学生を指して“Supposewe are a te翻"な

どと言って、「もし私が Letme旬IIyou a funny story と始めたら、あなた σ紅tner)が 1

(Class 5A)をやって、次に私が 2(N ew Principal今Through吐lewindow)をやる、つまり代わ

りばんこにやっていく。 Soyou take tums retelling血estory， ok?それで、最後まで、行ったらもう

1回最初に戻って、今度は役を替えて“switchroles"、あなた σartner)が“Letme胞11you a 

白nnystory"で始めて、私が 1(Class 5A)やる。これで2回通りゃったら、二人とも全体を

1回retellしたことになるでしょJと説明して、“Nowfindyo町 pa巾lerand start retelling也estory. 

Please go ahead."とPairworkに入る。
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終了後、何か気づいたことがあれば学生に指摘するのもよい。例えば時制の一致に問題

があれば、過去形で始めたら(直接引用する以外は)過去形で通す (Anew principal Q担豆・・・

今 He昆笠盛.. .)ことを指摘する。最後に、時間があれば“Iwa凶 toknow how you are doing." 

などと言って、番号ごとに学生を指してretellさせるのもよい。また、さらにStory-rewriting

の形で、Key'wordsを見ながら紙に書かせて提出させてもよい。その場合、(余裕があれば)添

削して後日返却するとよい。

以上が、 Storyretellingを用いた活動例の紹介であるが、今一度、行程 1~4 、行程 5~7 、

行程8が図 1のそれぞれINPUT、別TAKE、OUTPUTの段階に対応していることに注意され

たい。このように、本活動は英語(言語)習得のプロセスに適合したもので、英語(言語)

習得を促す活動であると考えられる。つまり、この活動は「英語力のつく授業Jにつなが

る活動であると言えよう。

3.結句

本論文では、「英語力のつく授業」をするには、「どうすれば英語ができるようになるの

か」に関する「理論」を持つことが必要で、、その理論に基づき、英語習得のプロセスを促

進させる活動を行う必要があると主張した。具体的には、まず我々の英語(言語)習得「理

論Jを示し、その習得プロセスに合った活動の一例として StoryRetellingを用いた活動を紹

介した。本稿が、各教員の「英語力のつく授業」の実現に向けての一助となれば幸いであ

る。

なお、 StoryRetel1ingは、 Funnystoriesのみならず、事件(例.交通事故)の記事・ニュー

スやアカデミックな教材(例.異文化理解に関するレクチャー)にも適用可能である。ア

カデミックなものであれば、 Retellする学生が講演者になってミニ・レクチャーを行う形に

なり、アカデミック・プレゼンテーションへの橋渡し的な活動にもなる。また、 Keywords 

と絵を組み合わせたフローチャートやコンセプト・マップ(村野井 2006)を作成し、、それ

を指しながら出来事やコンセプトを説明させることもできる。このように、 StoryRetelling 

は工夫次第で様々に適用可能で、、英語力増進効果も期待できる活動である。

最後に、 StoryRetellingは、以前から日本の英語教育において行われてきた活動であるこ

とを指摘しておく。例えば、小菅・小菅(1995，pp. 74・85)には中学校の英語授業における

Story Retellingの指導手順と実践例が紹介されている。本稿は、問PUT今 INTAKE~ 

OUTPUTの流れのなかでの OUTPUT活動として、StoryRetellingを見直したものであると言

えよう。このような論考は村野井 (2006，pp. 78-87)にも見られるがまだ新しく、今後さら

に理論と実践の両面から追求されることが望まれる。
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資料 1: The New Principalのスクリプト

The new principal 

Class 5A was the worst class in school. The students were very badly-behaved and took no interest 

in their lessons. When a new principal came to work at the school， he stood outside the classroom for 

a few moments， looking through the window. He was disgusted by what he saw. Some boys were 

fighting， and other students were throwing things at one another. N 0 one was doing any work. The 

prindpal had experienced rowdy classes before and he knew what to do. He took a deep breath and 

opened the c1assroom door. The students paid no attention to h泊1.

“Si1ence!" he shouted. 

This time the students stopped what they were doing and looked at him. He quickly walked up 

to the oldest-looking boy in the room. He had also been the noisiest. The principal took hold ofthe 

boy by the ear and pulled him to the front of the class.“I剖ngoing to punish you出 anexample to 

the others，" he said.“N ow go to my office and wait for me." 

Then he tumed to the other students and lectured them about the proper way to behave in class. 

When he had finished， he said，“Does anyone have any questions?" 

One of the students raised her hand.“Yes， sir. 1 do. When can we have our teacher back?" 

The principal suddenly realized what he had done.“Are you telling me that the boy 1 just sent 

to my office is your teacher?" he asked the girl. 

“Yes， sir，" she replied.“That's Mr. Harris -our teacher!" (260 words) 

badly-behaved:行儀が悪い仲 well-behaved

principal:校長=headmaster [British] 

be disgusted:むかつく、いやになる

rowdy:乱暴で騒々しい

take hold of ~ by…の...をつかむ

lecture:説教する
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資料2 : The New PrincipalのCompreheosiooQuestioos 

A.l叫arkT for true or F for false. Correct the false statemeots. 

1. When a new principal c創neto school， he immediately entered the classroom. (F ) 

2. The principal walked into the classroom to introduce himself. ( F ) 

3. The students stopped what they were doing as soon as the principal came in. ( F ) 

4. The principal sent the noisiest boy to his office to punish him. ( T ) 

5. The principal talked to the students about the correct way to behave. ( T ) 

B. Aoswer the following questions. 

1. What did one ofthe students ask the principal? 

2. What did the principal realize as soon as the student asked the question? 

資料3: The New Pr加cかalの Retellingのための KeyWords (3の鴨併匙、 5の Attention

はそれぞれ nowork、Noattentionを表す)

Key Words for Story Retelliog 

Let me tell youαβmnystory 

1. Class 5A 

2. N ew principal今 Througbtbe window 

3. Be disgusted (fighting， throwing，糊時)

4. Deep breath今 Openthe classroom door 

5. A:ttcntIon 

6. Silence! ~ Stop 

7. Oldest-Iooking boy， noisiest 今 Frontof the class 

8. Punish， exam ple今 His0佃ce

9. Lecture 今 Aoyquestions? 

10. Raise her hand and ask • . . 

11. Realize (boy， teacher) 

No wonder he was the oldest-looking! 
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